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法人運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

煙理事会、評議員会の開催

介護保険事業　　　　　　　　　　　　　　　　　

煙居宅介護支援事業（要介護者に対しケアマネー
ジャーがサービス利用ケアプランの作成等）

煙訪問介護事業（要介護者に対し、ホームヘルパー
が自宅を訪問して必要なサービスを提供）

煙通所介護事業（デイサービスセンター定員３０名。
入浴・食事・ゲーム・運動機能向上訓練・園児と
の交流等サービス提供）

煙宅老所（定員１０名。入浴・食事・野菜作り・行楽・
ゲーム等のサービス提供）

煙特別養護老人ホーム喬木荘（定員本入所５０名、短期
入所１５名）

介護予防・日常生活支援総合事業　　　　　　　　

煙要支援者等に対する訪問型サービス事業（訪問介
護）

煙要支援者等に対する通所型サービス事業（通所介
護、宅老所、いきいきクラブ）

地域福祉事業　　　　　　　　　　　　　　　　　

煙喬木村社会福祉大会開催

煙希望の旅事業（障害者と介護者の日帰りの旅）

煙要援護者支援（歳末おせちづくりと配布）

煙災害対応学習会

煙ひとり暮らし高齢者の集い（昼食会等交流）

煙福祉教育の支援（職場体験等）

煙共同募金への協力

煙福祉用具・車両貸出サービス

煙地域の縁側ボランティア健康相談室の支援

煙ボランティア活動の推進（育成、活動支援）

煙ボランティアセンター運営

煙認知症カフェ・予防カフェの開催

村委託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　

煙サロン活動運営・活動支援

煙訪問理美容、寝具乾燥サービス

煙配食サービス

煙高齢者クラブ、遺族会、結婚相談員会の事務局

煙災害ボランティアセンター立ち上げ訓練

煙認知症サポーター養成講座

煙生活支援・介護予防サポーター養成講座

　平成３０年度事業計画、予算が３月２８日理事会・評議員会で承認されました。主な事業は次のとおりです。詳細

については今月同封の「平成３０年度喬木村社会福祉協議会事業計画」をご覧ください。子供からお年寄りの皆様

まで、村民が安心して暮らすことができる地域づくりを目指して取組みます。さらなるご支援ご協力をよろしく

お願いします。

平成３０年度  喬木村社会福祉協議会事業計喬木村社会福祉協議会事業計画画
―誰もが安心して暮らすことができる地域づくりをめざして― 誰もが安心して暮らすことができる地域づくりをめざして ――

平成３０年度　喬木村社会福祉協議会予算
　平成２７年４月からの介護報酬改定（改定率△２.２７％）や利用者の減少等により昨年度に続き２０百万円を取り崩

さざるを得ない厳しい予算となりました。
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職

員

異

動
特別養護老人ホーム

喬木荘

「介護員」

岡島　智子

○
新
任
職
員
（
二
十
九
年
十
二
月
一
日
付
）

　

宅
老
所
で
は
４
月
４
日
に
氏
乗
区
の
分
教
場
跡

に
あ
る
『
氏
乗
の
大
枝
垂
れ
桜
』
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
今
年
は
例
年
よ
り
も
暖
か
く
、
桜
が
咲
き
だ

す
の
が
と
て
も
早
か
っ
た
た

め
、
い
つ
も
よ
り
も
時
期
を

早
め
て
お
花
見
に
行
き
ま
し

た
。
こ
の
日
も
ぽ
か
ぽ
か
と

暖
か
い
陽
気
で
４
月
の
寒
さ

を
感
じ
さ
せ
な
い
日
和
で
、

ち
ょ
う
ど
人
も
少
な
く
ゆ
っ

く
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
枝
垂
れ
桜
も
紅
色
の
花
び
ら
を
満
開
に
咲

か
せ
て
お
り
、
今
年
も
見
事
な
花
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
喬
木
に
長
く
お
ら

れ
る
皆
様
で
も
、
来
た
こ
と

が
な
い
と
言
わ
れ
る
方
も
お

り
、「
有
名
な
の
は
知
っ
て
た

け
ど
見
た
こ
と
が
無
か
っ
た
。

初
め
て
実
物
を
見
れ
て
良
か
っ

た
」
と
と
て
も
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

○
新
任
職
員
（
四
月
一
日
付
）特別養護老人ホーム

喬木荘

「介護員」

中本　優里

宅老所ふれあい

「介護員」

原　  和恵

◎
異
動
職
員

　

中　

島　

一　

成

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛 
→ 
特
養
喬
木
荘

　

鈴　

木　

鉄　

斎

　
　

特
養
喬
木
荘 
→ 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛

　

白　

子　

和　

枝

　
　

居
宅
介
護
支
援
係 
→ 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛

　

福　

澤　

さ
ゆ
り

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛 
→ 
居
宅
介
護
支
援
係

　

松　

島　
　
　

恵

　
　

宅
老
所
ふ
れ
愛 
→ 
居
宅
介
護
支
援
係

◎
退　
　

職

　

松　

島　

美　

紀

　
　

（
在
宅
介
護
課
長
）

　

原　

科　

正　

明

　
　

（
さ
く
ら
の
園
）

　

勝　

野　

秀　

子

　
　

（
さ
く
ら
の
園
）

　

丸　

山　

一　

樹

　
　

（
喬
木
荘
）
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喬
木
荘
で
は　
29

年
度
か
ら
「
持
ち

上
げ
な
い
介
護
」

を
テ
ー
マ
に
移
乗

介
助
の
技
術
向
上

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
飯
田
女
子

短
期
大
学
よ
り
先

生
を
お
招
き
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
用
具
を
利
用
し
た
研
修
会
を

開
催
し
、
そ
の
後
大
型
の
移
乗
用
リ
フ
ト
器

械
も
導
入
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
利
用
者
様

に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
介
護
、
職
員
に
は

腰
痛
予
防
に

つ
な
が
る
移
乗

技
術
の
習
得

に
、
よ
り
一
層

力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
さ
ん
の
移

送
用
と
し
て
新
し
い
リ
フ
ト
車
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

以
前
の
リ
フ
ト
車
は
車
椅
子
３
台
、
１
人
掛
け

の
席
が
２
席
で
し
た
が
、
今
回
納
車
さ
れ
た
新
し

い
車
は
車
椅
子
４
台
と
１
人
掛
け
席
が
２
席
に
な

り
今
ま
で
よ
り
車
椅
子
が
１
台
多
く
載
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
車
椅

子
対
応
の
方
も
増
え
て
来
て
い
ま
す
。
新
し
い
車

の
導
入
で
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
が
利
用
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

車
の
購
入
の
財
源
に
は
、

村
民
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
健
康
相
談
室

希
望
の
旅
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

この社協だよりは、再生紙を使用しています

社会福祉法人社会福祉法人 喬木村社会福祉協議喬木村社会福祉協議会会
電話　電話 0265-33-4560265-33-45677　faxfax 0265-33-4610265-33-46199
Eメールアドレス takagi-shakyo@miracle.ocn.　Eメールアドレス takagi-shakyo@miracle.ocn.ne.jne.jpp（（代表）代表）ご意見・ご要望を

お寄せください

　

今
ま
で
毎
週
月
曜
日
午
後
５
時
か
ら
社

協
相
談
室
で
行
っ
て
い
た
羽
生
憲
直
医
師

に
よ
る
健
康
相
談
室
で
す
が
、
４
月
よ
り

多
機
能
型
施
設
『
ア
ス
ボ
』
に
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

医
者
に
行
く
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
、

健
康
や
体
の
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
相
談
が
し

た
い
、
自
分
の
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
家

族
や
知
り
合
い
の
こ
と
で
相
談
し
た
い
こ

と
が
あ
る
、
と
い
っ
た
方
は
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
個
室
対
応
で
無
料
で
相
談
に

乗
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
新
し
く
な
っ
た

健
康
相
談
室
を
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

喬
木
村
社
協
で
は
今
年
も
共
同
募
金
事
業
と
し

て
、
希
望
の
旅
の
旅
行
を
行
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る

方
と
そ
の
ご
家
族
達
と
の
交
流
を
目
的
に
、
今
年
は

安
曇
野
の
『
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
』
へ
行
き
ま
す
。

　

昼
食
は
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
安
曇
野
の
お
洒
落
な
フ
レ

ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
す
。
平
和
と
子
ど
も
を
愛
し

た
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
優
し
い
作
品
を
一
緒
に
見

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月　

日
（
土
）

３０

●
場
所　

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

 
（
長
野
県
北
安
曇
郡
松
川
村
西
原
３
３
５
８−

　

）
２４

●
対
象

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
（
１
級
・
２
級
）

　

・
知
的
障
害
者
療
育
手
帳
所
持
者

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

　

６
月　

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

１５

　

※
詳
し
く
は
回
覧
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　お年寄りや障がいのある方の介護などで普段使うことの多い『オムツ』ですが、医療費控

除の対象になる場合があることをご存知ですか？主治医に『おむつ使用証明書』を書いても

らうことで、オムツ代が医療費の対象になるんです。『おむつ使用証明書』の用紙は喬木村役

場保健福祉課包括支援係に置いてあります。１月～１２月まで１年間のオムツ代の領収書と『お

むつ使用証明書』を添えて確定申告時に他の医療費と一緒に提出してください。

オムツの医療費控除について

共
募

羽生憲直 先生


